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第
二
十
六
号

平
成

二
十
八
年
度
号

（
１０
月

１０
日
発
行
）

新
任
の
ご
挨
拶つ

つ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
関
西
支
部

会
長

中
村

浩

（西
高
９
回
生
）

平
成

２８
年
４
月
ょ
り
前
任
の
富
士
昭

一
会
長
か
ら
こ
の
任

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
平
成

２５
年
度
ご
ろ
か
ら
関
西
支
部
の

あ
り
方
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

，
」の
『
つ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
』
第

２４
号
、
第

２５
号

で
既
に
ご
報
告
し
た
と
お
り
で
す
。

こ
ン
）数
年
に
わ
た
り
会
員
の
減
少
、
一昌
齢
化
、
特
に
高
女
卒

の
会
員
の
総
会
へ
の
出
席
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
ど
、
諸

般
の
事
情
か
ら
、
平
成

２５
年
度
、
お
よ
び

２６
年
度
と
２
年
間
、

総
会
が
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
時
期
は
、
幹
事
会
の
一

部
に
は
こ
の
関
西
支
部
廃
上
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
ゴ
」の

２
年
間
の
空
白
を
乗
り
越
え
て
会
の
規
模
を
縮
小
し
て
で
も

こ
の
伝
統
の
あ
る
関
西
支
部
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
幹
事
会

で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
本
校
の
創
立
１
１
０
周
年
の
行
事
も
あ
り
、

，
）

れ
が
会
の
再
開
に
追
い
風
と
も
な
り
、
昨
年

Ｈ
月
の
本
関
西

支
部
の
総
会
に
お
い
て
、
今
後
の
会
の
継
続
を
決
定
し
、
運
営

方
向
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
総
会
で
ご
賛
同
を
得
た
大
き
な
変
更
点
は
、
総
会
開
催

は
１
年
毎
を
改
め
て
２
年
毎
と
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
会
員

か
ら
の
年
会
費
は
、
当
分
の
間
、
徴
収
し
な
い
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
）」れ
に
伴
っ
て
平
成
４
年
制
定
の
「申
し
合
わ
せ
」
を

改
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
則
に
準
ず
る
も
の
で
、
後
の
紙
面

に
「申
し
合
わ
せ
事
項
」
と
し
て
囲
み
記
事
に
し
て
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
開
催
を
２
年
毎
に
し
た
の
に
伴
い
、
会
員
の
親

睦
を
計
る
た
め
に
年
２
日
程
、
幹
事
会
主
催
の
集
ま
り
を
開

く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
本
年
の

４
月
２
日
に
、
大
阪
城
公
園

西
の
丸
庭
園
で
の
「お
花
見
の

〈
至
を
開
き
ま
し
た
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
会
員
の
減
少
を
い
か
に
す
る

か
が
問
題
で
す
が
、
テ
）の
減
少
の
原
因
の
一
つ
は
関
西
地
区
に

や
っ
て
来
る
本
校
の
卒
業
生
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
卒
業
生
名
簿
を
発
行
し
な
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
卒
業
生
の
情
報
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
）
一れ
ら
を
出
来
る
だ
け
改
善
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
）
」こ
か
ら
卒
業
生
に
ア
ク

セ
ス
、
会
員
登
録
を
促
す
方
法
を
試
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
幹
事
の
中
谷
基
さ
ん
（西
高

２０
回
生
）
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に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
会
の
予
告
な
ど
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
連
絡
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
紙
を
上
に
示
し
ま
し
た
。
）
）の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
図
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ゝ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

に
は
「申
し
合
わ
せ
事
項
」
と
「関
西
支
部
の
沿
革
」
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
ご
ヨ
）数
年
発
行
の
ぢ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」

を
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
特
別
寄
稿
》

「
少
年
時

代
と
戦
争
」

つ
つ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
関
西
支
部

前
会
長

一昌
士
昭

一

（西
高
３
回
生
）

昭
和
９
年
Ｔ
９
３
４
年
）函
館
市
西
部
地
区
（現
在
弁
天
）
、

函
館
ド
ッ
ク
近
く
に
生
ま
れ
、
昭
和

１５
年
に
近
く
の
小
学
校

に
入
学
、
翌
年
太
平
洋
戦
争
に
突
入
、
間
も
な
く
、
国
民
学

校
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
４
年
生
に
か
け
て
、
学
童
疎
開
が
始
ま
り
、
妹

と
と
も
に
上
磯
（現
在
の
北
斗
市
）
の
山
側
に
、
馬
小
屋
を
借

り
て
移
住
し
ま
し
た
。
母
は
仕
事
の
関
係
で
函
館
に
残
り
、
着

替
え
を
取
り
に
帰
函
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
食
糧
の
配
給
も

少
な
く
、
と
て
も
満
足
で
き
る
も
の
で
な
く
、
疎
開
先
の
農
家

で
牛
乳
を
タ
ラ
腹
飲
ま
し
て
貰
っ
た
の
が
“
幸
い
”
だ
っ
た
こ
と

で
し
た

函
館
ド
ッ
ク
近
隣
の
家
は
敵
機
襲
来
攻
撃
に
よ
る
火
災
を

防
止
す
る
為
に
、
強
制
転
居
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
空
き
地

に
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
５
年
生
の
８
月
、
終
戦
と
な
り
疎

開
先
か
ら
帰
函
し
ま
し
た
。

そ
の
後
教
育
改
革
が
施
行
さ
れ
、
６
・３
・３
制
で
の
９
年
間

の
義
務
教
育
と
な
り
ま
し
た
が
、
６
年
生
の
後
半
ま
で
、
教
科

書
も
な
く
、
黒
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
ま
っ
黒
な
教
科
書
で
何
も
教
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え
ら
れ
る
事
も
な
く
、
１
年
間
以
上
、
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

６
年
生
も
終
わ
り
卒
業
式
、
受
験
し
な
い
で
全
員
が
中
学

校
に
行
け
る
と
聞
き
ま
し
た
が
校
舎
が
な
く
、
ど
う
な
る
か

不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。
西
部
地
区
唯

一
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
弥
生
小
学
校
を
、
午
后
に
臨
時
に
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、

弥
生
中
学
校
と
し
て
新
制
中
学
校
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
登
校
し
て
も
教
科
書
も
な
く
、
出
席
し
て
も
教
室
で

先
生
ら
し
き
大
人
に
話
を
聞
き
下
校
、
の
く
り
返
し
で
１
年

近
く
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
小

学
校
３
校
が
集

合
し
た
わ
け
で

す
か
ら
４
０
０

人
近
く
の
子
供

が
集
ま
っ
て
い
た

わ
け
で
す
。

や
が
て
、
新

校
舎
が
建
設
さ

れ
、
船
見
中
学

校
、
愛
宕
中
学

校
が
出
来
て
、

分
別
し
て
新
制

の
中
学
生
と
し

て
定
着
し
ま
し

た
。
中
学
卒
業

の
時
に
は
、
函

館
市
内
の
旧
制

中
学
は
高
等
学

校
と
な
り
、
男

女
共
学
の
新
制

高
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
函
館
中
学
、
庁
立
高
女
、
一巾
立

函
館
中
学
の
３
校
が
地
区
別
の
新
制
高
校
、
中
部
高
校
、
西

高
校
、
東
高
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
私
達
は
新
１
年
生
と
し
て

受
験
、
入
学
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
生
、
３
年
生
は
旧

制
中
学
か
ら
地
区
別
に
分
別
し
て
転
校
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
市
外
の
上
磯
、
大
野
、
大
沼
、
松
前
、
福
島
、
本
古
内

各
地
も
普
通
科
３
校
に
分
別
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
小
学
校
か
ら
新
制
中
学
校
、
そ
し
て
新
制
高

等
学
校
へ
と
、
戦
争
、
終
戦
、
教
育
改
革
に
翻
弄
さ
れ
た
少

年
時
代
、
現
在

８０
歳
前
後
の
皆
様
は

，
」の
事
に
更
に
終
戦
前

後
の
食
糧
難
の
時
代
を
生
き
た
戦
友
と
思
い
起
こ
し
て
い
る

次
第
で
す
。

祝

北
海
道
函
館
西
高
等
学
校
創
立
１
１
０
周
年

平
成

２７
年

１０
月
３
日
（土
）、
本
校
の
創
立
１
１
０
周
年
記

念
式
典
が
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
と
祝
賀
会
が
五
島
軒

本
店
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
模
様
が
収
録

さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
記
念
行
事
協
賛
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
会
場
で
記
念
誌
コ
）の
坂
か
ら

第
二
集
」が
配
布
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
冊
子
を
ご
希
望
の
方
は
中
村
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。
（Ｌ
０
６
・６
８
５
２
‐８
２
７
４
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
メ
ー

ル
Ｆ
い】ｏ
⑥
ｏ
∽”
だ
”
』
”
ρ
・」も
）

平
成

２７

年
度
の
総
会
開
催

２７
年

Ｈ
月

２９
日
（
日
）に
昨
年
度
の
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
か
ら
中
山
浩

一
会
長
、
東
京
支
部
か
ら

佐
藤
雅
英
学
年
幹
事
会
副
会
長
に
出
席
戴
い
て
、
出
席
者
は

総
勢

１７
人
で
あ
っ
た
。
２
年
度
に
わ
た
る
休
会
の
あ
と
に
も

拘
わ
ら
ず
、
予
想
以
上
の
出
席
者
数
で
あ
っ
た
。
総
会
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
第
１
面
の
「新
任
の
御
挨
拶
」と
上
記
の
囲
み

記
事
の
「申
し
合
わ
せ
事
項
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。
２
年
毎
の
開
催
な
ど
主
な
変
更
点
を
確
認
の
後
、
懇

親
会
に
移
っ
た
。

本
会
会
員
の
出
席
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
伊
勢
市
か

ら
遠
路
は
る
ば
る
来
て
い
た
だ
い
た
石
原
貞
夫
さ
ん
（西
高
３

回
生
）
、
お
久
し
ぶ
り
の
出
席
の
柳
谷
義
幸
さ
ん
（西
高

１１

回
生
）
は
じ
め
、
横
内
省
三
さ
ん
（西
高

１３
回
生
）
、
武
友
加

代
子
さ
ん
（西
高

２３
回
生
）
、
日
野
紀
子
さ
ん
（西
高

２３
回

生
）
、
新
た
に
幹
事
を
お
願
い
し
た
佐
藤
正
征
さ
ん
（西
高
７

北海道函館西高等学校

「つつじヶ丘同窓会 J関 西 支部  “申し合わせ事項 "

平成 27年 (2015年 )

1.この会の名称は、「つつじヶ丘同窓会J関 西支部 (略称 関西つつじヶ丘同窓会 )と

する。

2.この会は関西 (2府 4県 )に在住する同窓生の親睦を図り、母校の発展に寄与する

ことを目的とする。なお、関西に在住しない同窓生も希望者は会員になることができる。

3.この会の運営のため幹事を適宜置く(会長その他 )。

幹事の任期は 2年とし、その再・解任は幹事に委任する。

4。 この会は 2年毎に 1回定時総会を開く。また、必要に応じて随時臨時総会を開く。

5.この会の事務局は会長宅に置く。

6.この会は、当分の間、会の維持費を徴収しない。

参考のために、平成 4年制定の申し合わせをここに掲載した。

函館西高同窓会関西支部  “申し合わせ"     平成 4年

1.この会の名称は、函館西高同窓会関西支部とする。

2.この会は関西 (箱 根山以西)に在住する同窓生の親睦を計るを目的とする。

3.この会の運営のため幹事を適宜置く(支 部長その他 )。

幹事の任期は 3年とし、その再・解任は幹事に委任す。

4.この会は毎年一回定時総会を開く。亦、必要に応じて随時臨時総会を開く。

5.この会の事務所は支部長宅に置く。

6.この会の会員死亡の場合、弔電のみにて弔意を表す。

(補 )ただし、特別な場合は幹事に委任す。

7.会員はこの会を維持する為に、総会で定める維持費を納めること。

(補)維持費は年間壱千円とする。
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的承ちザ

回
生
）と
魚
橋
弘
子
さ
ん
（西
高

２０
回
生
）
、
あ
と
は
幹
事
の

富
士
昭

一
さ
ん
（西
高
３
回
生
）
、
森
川
二
三
子
さ
ん
（西
高

４
回
生
）、
岡
本
忠
篤
さ
ん
（西
高
８
回
生
）
、
中
村
　
浩
（西

高
９
回
生
）
、
小
林
敏
行
さ
ん
（西
高

１０
回
生
）
、
水
島
勝
寿

さ
ん
（西
高

Ｈ
回
生
）
、
田
端
冴
子
さ
ん
（西
高

１４
回
生
）
、

中
谷
基
さ
ん
（西
高

２０
回
生
）
の
面
々
で
あ
る
。

（中
村
浩

記
）

幹
事
会
主
催

お
花
見
の
会

平
成

２８
年
４
月
２
日
（土
）
、
大
阪
城
公

園
の
西
の
丸
庭
園
で
お
花
見
の
会
を
開
催
、

満
開
の
桜
を
楽
し
ん
だ
。
午
後
、
大
阪
梅
田

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
の
「た
ち
ば
な
」
で
幹
事
会

を
兼
ね
て
会
食
。
席
上
、
秋
に
開
催
予
定
の

「も
み
じ
狩
り
」
だ
け
で
は
な
く
ゴ
」
の
よ
う

な
幹
事
会
主
催
の
忘
年
会
、
新
年
会
も
開

い
て
は
、
と
の
声
も
あ
っ
た
。
（世
話
人
と
し

て
は
、
日
時

・
場
所
の
選
定
、
案
内
状
の
発

送
な
ど
考
え
る
と
、
チ
ト
し
ん
ど
い
な
と
の

声
も
）

本
校
と
函
館
陵
北
高
校
と
の
再
編
統
合

平
成

２８
年
１
月

２‐
日
に
「函
館
の
品
等
学
校
教
育
の
在
り

方
検
討
協
議
会
の
報
告
（函
館
市
内
高
校
の
統
合
再
編
に
つ

い
て
）
」
の
議
題
で
同
窓
会
臨
時
代
表
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
幹
事
会
に
お
い
て
、
さ
る
平
成

２７
年

１２
月

１７
日
に
行

わ
れ
た
「第
１
回
函
館
の
両
等
学
校
教
育
の
在
り
方
検
討
協

議
会
」
で
の
決
定
事
項
が
報
告
さ
れ
、
協
力
の
要
請
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
６
月
７
日
に
北
海
道
教
育
委
員
会
よ
り
公
立
高
等

学
校
配
置
計
画
の
案
が
発
表
さ
れ
た
。
わ
れ
ら
母
校
函
館
西

高
校
が
、
平
成

３‐
年
４
月
に
函
館
稜
北
高
校
と
再
編
統
合

さ
れ
、
本
校
校
舎
を
使
用
校
舎
と
し
て
新
た
な
高
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
っ
計
画
案
で
あ
る
。

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
“
北
海
道
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
”
に
も
、
「渡
島
学
区
高
校
配
置
計
画
案
概
要
」
お
よ

び
「渡
島
学
区
高
校
配
置
計
画
案
」
に
か
な
り
以
前
か
ら
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

，」の
ホ
ー
ム
。ヘ
ー
ジ
の
、
学
校
計
画
、
一品
校
教

去目
、
高
校
配
置
計
画
に
つ
い
て
と
、
辿
っ
て
い
く
と
こ
れ
ら
２
つ

の
フ
ァ
イ
ル
が
閲
覧
で
き
る
。
ン
れヽ
ら
に
よ
る
と
、
平
成

３‐
年

４
月
に
６
学
級
数
の
募
集
で
函
館
西
高
等
学
校
の
校
舎
を
使

用
し
新
設
校
と
し
て
開
学
さ
れ
る
。
な
お
、
函
館
西
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
４
学
級
編
成
で
あ
る
が
平
成

２９

年
度
か
ら
１
学
級
減
の
３
学
級
編
成
に
な
る
こ
と
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。

平
成

３‐
年
度
西
・陵
北
両
校
の
生
徒
募
集
の
停
止
、
新
設

校
の
生
徒
募
集
開
始
に
伴
い
、

２９
年
度
、

３０
年
度
入
学
の

旧
両
校
の
１
年
生
、
２
年
生
の
生
徒
は
新
設
校
に
転
校
し
２

年
生
、
３
年
生
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
生
徒
は
新
設
校
卒
業
生
と
な
る
。
こ
れ
ら
卒
業
生

が
輩
出
す
る
時
点
、
あ
る
い
は
３‐
年
度
入
学
の
真
の
１
期
生

が
輩
出
す
る
時
点
で
、
今
後
の
同
窓
会
の
在
り
方
が
問
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

同
窓
会
の
在
り
方
と
し
て
は
、
西
高
の
ぢ

つ
じ
ヶ
丘
同
窓

△
ご
と
陵
北
高
校
同
窓
会
が

一
本
化
し
た
同
窓
会
が
出
来
れ

ば
、
新
設
校
の
同
窓
生
が
参
加
す
る
と
い
つ
形
体
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
３
同
窓
会
が
並
列
と
い
っ
形
体

と
な
り
、
新
た
な
卒
業
生
が
入
会
し
て
こ
な
い
旧
同
窓
会
は
い

ず
れ
自
然
消
滅
と
な
る
こ
と
と
な
る
。

ギ鵞

整l,

笏
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平成 27年度収支会計報告 自 平成 27年 4月 1日

至  平 目

収入の部 金額 (円 ) 支出の部 金額 (円 )

前年度繰越金

本部からの補助金

寄付金 4件

総会・懇親会費 15名 @6,000

ご祝儀 2件

191,903

30,000

19,000

90,000

20.000

通信費 :切手代、送料など(7件 )

旅費 :新大阪―東京往復

東京支部総会 ご祝儀

旅費 :神戸―函館往復 1/2補助

宿泊費 :函館 2泊 1/2補助

会誌印刷・郵送料 (総会関連を含む )

会誌リソグラフ印刷代

はがき(ア ンケート用 )

会誌郵送料(定型便)

はがき。総会案内状郵送料

総会・懇親会 費用

飲食費計(がんこ支払・コーヒ代)

来賓へのお土産

雑費 :コ ピー代など

次年度繰越金

10,176

25,240

10,000

18,130

4,960

1,060

7,800

12,754

9,718

85,368

5,540

1,825

158,332

合  計 350,903 合  計 350,903

感
謝

静
」寄
付

本
会
に
、
次
の
４
名
の
方
々
か
ら
ご
寄
付

を
戴
ま
し
た
。

川
瀬
俊
吉
様

（西
高

１９
回
生
）

佐
藤
正
任
様

（西
高
７
回
生
）

橋
本
輝
也
様

（西
高
５
回
生
）

木
谷
満
夫
様

（西
高

１７
回
生
）

（拝
領
順
）

財
源
の
乏
し
い
折
り
、
心
か
ら
ご
寄
付
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

《
幹
事
会
か
ら
》

前
号
で
も
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、
幹
事
が
中
心

と
な
り
、
会
の
維
持
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お

り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
佐
藤
正
任
さ
ん
、
魚
橋
弘

子
さ
ん
の
お
二
人
に
幹
事
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
誉
会
長

　

富
士
昭

一

顧
問

〈
本
三Ｘ

副
会
長

会
誌
担
当

広
報
担
当

森
川
二
三
子

橋
本
輝
也

佐
藤
正
任

岡
本
忠
篤

中
村
　
浩

小
林
敏
行

水
島
勝
寿

田
端
冴
子

中
谷
　
基

魚
橋
弘
子

（西
高
３
回
生
）

（西
高
４
回
生
）

（西
高
５
回
生
）

（西
高
７
回
生
）

（西
高
８
回
生
）

（西
高
９
回
生
）

（西
高

ｌｏ
回
生
）

（西
高

Ｈ
回
生
）

（西
高

１４
回
生
）

（西
高

２０
回
生
）

（西
高

２０
回
生
）

偏
集
後

記

本
号
で
は
、
「関
西
つ
つ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
」
の
新
た
な
出
発
を

願
つ
て
、
会
の
「申
し
合
わ
せ
事
項
」
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
関
し
た
記
事
が
中
心
と
な
っ
た
。
次
号

以
降
で
は
、
一九
会
長
の
桜
井
佳
子
さ
ん
、
石
原
正
さ
ん
な
ど

の
ま
だ
未
刊
行
の
原
稿
な
ど
が
手
も
と
に
あ
る
の
で
、
順
次

掲
載
し
て
い
き
た
い
。
新
体
制
の
も
と
で
、
出
来
る
限
り
こ
の

ぶ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」
の
刊
行
だ
け
で
も
継
続
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
お
、
わ
れ
わ
れ
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

算
ぼ

、̈、〓
，Ｆ
い
の注
・３
だ
鰤
８
・５
■
も
で
ぁ
る
。
“
〓
∞
の
検

索
エ
ン
ジ
ン
に
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
関
西
つ
つ
じ
ヶ
丘
同
窓

〈
至
を
入
力
し
て
も
検
索
で
き
る
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（中
村
浩

記
）


